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Ⅰ 学校の概要

１ 児童生徒数､学級数、教職員数

（１）生徒数 268 名

（２）学級数 ３学科 ９クラス

（３）教職員数 55 名

（平成 26 年２月 28 日現在）

２ 地域の概要

本校の所在する京都府北部地方は、日本海側では

最大級のリアス式海岸が発達した若狭湾の西部に位

置している。湾内には、多くの支湾が存在し、その

一つである宮津湾は日本三景で有名な天橋立を有

し、湾内に点在する港は古くから良港として発展し、

今も日本海の豊富な水産資源を水揚げする漁港や環

日本海の貿易港として地域経済を支えている。

若狭湾内には 14 基の原子力発電所が集中してい

ることもあり、住民の環境に対する関心は高く、ま

た、天橋立の世界遺産登録を目指す地域の運動の中

で、内海や沿岸の「里海」に対する意識も高まって

いる。

３ 環境教育の全体計画等

（１）日常の学習及び観測

（２）実習船を用いた海洋観測

（３）環境保全活動

（４）研究発表会

天橋立 ブリの水揚げ

Ⅱ 研究主題

京都の海をモニタリング

～環境の視点から地域を守り育てる活動へ～

Ⅲ 研究の概要

１ 研究のねらい

国内には 1 次産業と観光業が連携して発展を目指

すところが少なくないが、当地域もその 1 つである。

京都府の水産業は、定置網と底曳網で沿岸域に生息

するカレイやズワイガニ、回遊性のブリなど多様な

魚種を漁獲している。しかし、近年は水温上昇に伴

いサワラの漁獲量の急増や大型クラゲの異常発生な

ど大きな変化が見られるようになってきた。また、

京都府北部の観光業は、天橋立が中心となって日本

各地や海外からも観光客を集めている。地元では天

橋立を世界遺産に登録をするための活動が進められ

ているが、大気汚染に起因すると思われる松枯れ、

内海である阿蘇海は閉鎖性水域のため、汚濁物質の

流入・蓄積が進み、底質にはヘドロが堆積、水中は

貧酸素状態、表層は富栄養化によりアオサが異常発

生するなどの課題を抱えている。

このような背景の元、京都府の沿岸域や大型河川

の水環境を様々な方法でモニタリングし、環境教育

を推進していくことは非常に意義深い。そして、

GLOBE 校としての役割を果たすことで、一人一人

が環境に対する視点を有して動き出す。現状も後生

に正確に伝えることができる。本校は、漁業士会や

近隣の研究施設、さらに、市の商工観光課や観光施

設と連携して取り組む事業が年々増加しているた

め、この取組が大きな波紋となって地域社会へ広ま

ることを期待してしている。

２ 校内の研究推進体制

（１）研究推進体制

「GLOBE プロジェクト会議」を校内に設置す

る。メンバーは、校長、副校長（1 名）、推進担

当（2 名）、各科代表（4 名）、クラブ代表（１名）、

実習船職員(1 名)の計 10 名で構成する。

また、本研究は各学科・コースの特徴を生かし

て全校で取り組むものとする。ただし、GLOBE

観測の結果のまとめは海洋科学科、実習船での調

査は航海船舶コースが中心に進めるものとする。

（２）観測体制

① 観測分野

GLOBE 観測分野の「Hydorogy（水質）」

② 観測地点（図 1）

ア 本校桟橋、由良川下流（八雲橋付近）

本校桟橋は、天然のトリガイ産地として有

名である栗田湾の湾奥に位置し、校舎に隣接

して設備されているため日常的な観測に適し

ている。また、由良川は、延長 146km で若

狭湾最大級の一級河川であり、若狭湾に生息

する水産資源に豊かな栄養塩を供給すること

で知られる。

本校桟橋 由良川調査地点



イ 沿岸域

京都府沖合の対馬暖流の流路となる海域、

対馬暖流を含む沖合水と大型河川が合流する

海域、トリガイなどを育成する内湾にそれぞ

れ観測ラインを設けて調査を実施する。

図 １
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ウ 阿蘇海

３校の地元教育機関（小･中学校）に隣接し

た場所に定点を設置することで、出前授業や

協同調査で定点が利用しやすいよう配慮し、

環境教育を地域に広める役割を持たせた。

③ 観測項目

気温、水温、天候（雲量）、比重（塩分濃度）、

透明度、ｐＨ、溶存酸素量（ＤＯ）

観測データは、上記ア及びウの観測地点につ

いては時系列のグラフを作成し、沿岸域は観測

ライン毎にそれぞれ鉛直断面図（湾内：水深

2.5m 毎、沖合：水深 5m 毎）を作成する。

④ 観測時期・回数

本校桟橋は、時間割内（月～金）に配置され

た GLOBE 担当科目及び参加クラブ（休日）な

どで 9：00 ～ 15:00 の間に実施する。由良川下

流及び阿蘇海は 2 回／月を目標に実施する。沿

岸域は、年 6 回（4 月・5 月・6 月・7 月・9 月

・11 月・1 月）、湾内（宮津湾・栗田湾･舞鶴湾）

は 1 カ月に 1 回の実施を目標にした。

（３）観測機器の設置状況

① 気温････棒状水銀温度計

② 水温････棒状水銀温度計、水質チェッカ、

小型メモリ CSTD

③ 天候（雲量）････目視

④ 比重（塩分濃度）････水質チェッカ、小型メ

モリ CSTD

⑤ 透明度････透明度板

⑥ ｐＨ････水質チェッカ

⑦ 溶存酸素量（ＤＯ）････水質チェッカ

小型メモリ小型メモリ CSTD2 台（JFE アド

バンテック製）、水質チェッカ（HORIBA 製

U-50）、採水器、プランクトンネット、採泥

器、赤沼式比重計他

水質チェッカ ＣＳＴＤ

透明度板 実習船（185ﾄﾝ）

３ 研究内容

（１）GLOBE 観測の教育課程への位置付け

1 学年：「水産海洋基礎」1 年生全員が、基本的

な知識や観測方法を学ぶ。

2 学年：「海洋環境」、「総合実習」内で、観測

を実施した。

3 学年：「課題研究」、「総合実習」内で、総合

的な研究活動を実施した。

（２）GLOBE を活用した教育実践

① 日常の学習及び観測［全科２年生］

「海洋環境」（GLOBE 担当科目）を毎日の時

間割に配置し、知識の習得及び日常的な本校桟

橋での観測を実施する。休日は、栽培環境コー

ス及び担当クラブが担当した。

桟橋での観測 観測野帳



② 実習船を用いた海洋観測［航海船舶コース］

航海船舶コースが担当し、乗船中は観測班・

船舶運航班・作業班の 3 つの班に分かれ、1 時

間毎にローテーションする。観測班は、小型メ

モリ CSTD の取扱いや表面水温の測定等の観測

作業を担当し、船舶運航班では観測野帳に関す

る気象や潮流などを観測した。作業班は、全般

的な技術や知識の習得のため準備されたメニュ

（観測データ整理、ロープワーク、天気図作成

等）を実施した。さらに、小中高連携の乗船時

には、体験調査を行った。

観測データは、各湾毎に鉛直断面図（水温・

塩分濃度・蛍光量）を作成し、本校ホームペー

ジ上で公開した。

ＣＳＴＤを用いた海洋観測 表面水温の測定

湾内（栗田･舞鶴･宮津）の観測結果（平成25年12月分）

③ 河川域の観測［航海船舶コース］

若狭湾に流入する最大級の河川である由良川

下流において、月 1 ～ 2 回の水質調査を実施す

ることで、森～川～海及び大気のつながりにつ

いて学び、環境全般についての関心を引き出し

た。さらに、河川流域の小中学校などと連携し

た環境教育事業の発展を目指す。

河川敷からの観測 由良川の海への流入

④ 阿蘇海環境プロジェクト［海洋技術コース］

５月、昨年６月上旬に採取

したアマモの種を苗にして、

宮津小学校５年生80名と協同

で阿蘇海海底（水深1.5ｍ）に

移植した。藻場造成により阿

蘇海の水質改善を目標として

小学生が育てた苗を受け取る いる。

６月、天橋立回旋橋から1.1ｋ

ｍ宮津湾沖合50ｍ付近でアマモ

生殖株を採取した。また、天然繊

維マット設置場所のアマモ生

育状況を潜水調査した。

生育状況の潜水調査

７月、天橋立阿蘇海で富栄

養化と水温上昇で大量に繁茂

したアオサやオゴノリを、京

都府職員や京都府漁協、観光

協会等と協同で除去した。こ

の海藻は畑の肥料として活用

繁茂したアオサを回収 した。

12 月、京都府総合見本市

会館で「京都環境フェスティ

バル 2013」に出展し、天橋

立沿岸環境の保全に関する取

り組みをプレゼンした。来場

者から多数の質問を受け、関

アマモの水質浄化を説明 心の高さを実感した。

12 月、天橋立回旋橋付近

でアマモ播種種試験を実施し

た。この取組は、京都府農林

水産技術センター海洋センタ

ーとの共同研究であり、京都

府の「阿蘇海環境づくり協働

アマモ播種種試験 会議」でも注目されて

いる。

２月、宮津歴史の館で「丹後

環境シンポジウム」に参加し

た。地元の小中学生や NPO

団体との交流を兼ねて、海洋

技術コースが取り組む沿岸環

境の改善についてプレゼン

代表生徒によるプレゼン し、来場者ほか一般市民への

啓発活動に取り組んだ。

また、試験区を GLOBE

観測地点として、連続温度測

定が可能な測器を海底に設置

した。今後は阿蘇海や宮津湾

阿蘇湾の試験区 の水温変化とアマモの生育

状況を観察し、天橋立沿岸の環境改善について

研究を進める。



⑤ イワガキ天然採苗［海洋科学科］

イワガキが産卵する条件として、急激な自然

条件の変化がある。秋には約２万個の種苗（写

真）が採苗できたので、観測結果のうち、水温

に着目した。下図のグラフで矢印で示した日に

は台風が通過し、大雨による塩分濃度や水温の

変化が見られ、産卵が誘発されたと考えられる。

本校桟橋における表面水温変化の推移

⑥ ナマコ垂下育成［海洋科学科］

スケールにカキ貝殻を敷き詰め、ナマコ育成

器（写真）として本校桟橋に垂下育成している。

水温とナマコの平均重量の推移を下図に示す。

水温とナマコ平均重量の推移

イワガキ稚貝 ナマコ育成器

⑦ 栽培施設での日常観測［栽培環境コース］

海水魚の陸上養殖を行う上で必要な海水は、

海洋高校の桟橋から採水し濾過して使用してい

る。そのため日常的に海洋の環境・水質を調査

することは不可欠であり、マリンバイオ部と共

同で観測を行っている。毎日天候、風向、気温、

表面水温、水色等を記録している。また、同時

に魚類相調査を行い、目視や捕獲された魚類の

動向を調べている。桟橋水温変化を以下に示す。

年間の平均水温は 19.2 ℃であり、最高水温は

平成２５年の水温変化（本校桟橋）

８月中旬の 30.3 ℃、最低水温は２月中旬の 10.4

℃であった。年間の温度差が最大 20 ℃近くな

ることから、桟橋に生息する生物にとっては過

酷な環境である。しかし、年間を通し多くの生

物が確認され、多様性に富んだ海域である。

⑧ 啓発活動

ア キャリアプランニングサポート（小中高

連携）

海洋観測分野を担当し、小中学

生320名に対して、棒状水銀温度

計や水質チェッカ等の使用方法に

ついて説明した。

イ スーパーサイエンスハイスクール（SSH）

文部科学省指定事業SSHの一環

として、京都教育大学付属高等学

校の教員・生徒10名が来校し、観

測実習や若狭湾観測結果の学習を

実施した。

ウ ミニ水族館

本校玄関および最寄り駅でのミ

ニ水族館を運営している。解説パ

ネルやポスターを掲示し、環境に

ついて興味を引き出す展示を心が

けている。

エ 阿蘇海環境学習

本校生徒が宮津小学校５年生を

対象に海の生物を活用しての環境

学習を実施した。

⑨ ビーチコーミング

本校前に広がる栗田湾の砂浜や天橋立などで

ビーチコーミングを実施し、漂着物を回収し分

類することで、日本海のゴミ問題から世界的な

環境問題へと発展させていく。本校前の砂浜で

は、７月・１月・３月に実施した。

ゴミの分別 ビーチコーミング

ゴミの集積状況

（7月15日実施分）

ゴミの種類 重量（kg）

ペットボトル ０．５５

燃えるゴミ ７．５０

空き缶 ０．４５

プラスチック ３．７０

発泡スチロール ５．７０

ガレキ ７．４５

ビン ０．４５

合計 約２６kg



⑩ 研究発表会

全校体制の研究発表会を年 3 回開催し、3 年

生は 6 月及び 1 月、2 年生は 3 月に発表の機会

を設け、研究成果をまとめることで海洋環境へ

の理解を深化させるとともに、全校生徒へも周

知した。

研究発表会（１月）

Ⅳ 研究の成果と第２年次に向けての課題

１ 研究の成果

（１）観測・調査体制の確立

本校は以前より海洋観測等を行っていたが、当

事業の指定を受けてからは、環境教育に配慮して

計画的に実施するようになった。また、２年生全

員が履修する「海洋環境」において、日常的に観

測をする習慣が定着した。さらに、観測地点の増

設にも繋がった。

（２）環境に対する意識向上

「水質」の観測だけでなく、各学科・コース内

容に応じた特徴ある取組を通して、環境がそこに

棲む生物の生態や分布等に大きな影響を与えてい

ることが生徒･教員共に再確認することができた。

（３）環境教育の広がり

本校の生徒だけでなく、小中高連携事業の体験

学習や出前授業などで地元小中学校の児童や教員

に対しても環境教育を直接指導することができ

た。また、本校においても研究テーマに環境を結

びつけるものが増え、環境教育の充実が図れた。

２ 研究の課題

（１）観測データの活用と共有

充実した観測機器を用いて、様々な観測データ

の蓄積は順調に行えたが、その活用についてはま

だ不十分である。特に、各学科・コース独自に観

測したデータについては共有化が進まなかった。

（２）生徒の GLOBE との関わり

本年度は、京都府のみらいネットと GLOBE と

のデータ通信に不具合が発生し、指導者側の観測

地点の登録及びデータエントリーの教授に時間を

要した。このため、生徒が主体的にデータエント

リーするまでには至らなかった。

（３）観測成果の公表

実習船を用いた湾内の観測結果だけしか、鉛直

断面図が作成後にホームページ上で公表できなか

った。また、ホームページの GLOBE に関わる内

容も充実させることができなかった。

Ⅴ 今後の展望

１ 観測及び啓発活動の継続

次年度の GLOBE に関わる教科担当者を交え、研

究体制を再編成する。内容及び規模は今年度と同程

度に実施する。教育効果が高まるよう考慮する。

２ 観測成果の発信と利用

GLOBE に関する内容についてホームページを充

実させる。また、生徒が自主的・主体的に関われる

ようにＰＣ環境を整備する。

３ 地元教育機関との連携

地元小中学校や GLOBE 校との連携をさらに深

め、GLOBE の取組が地域に広がるように考慮する。

［参考資料］

観測の手順

観測野帳



データエントリーの方法


